






要旨:先天性大動脈弁狭窄に対して経皮的パルーン大動脈弁形成術(PTBAV)を施行し、中・

長期的予後を検討した。PTBAV を行ったのは、  1 歳から 23 歳(中央値:9 歳)の 16 例であ

った。

 PTBAV によって左室・大動脈間の収縮期圧較差が 20mmHg 以上減少し、且つ残存圧較差が

50mmHg 以下になり、効果があったと判定した症例は 8例であった。この 8例について、33

から 96 力月間経過観察した。8 例中 1 例は、46 力月後に外科手術を施行された。他の 7

例は、最終珍察時において超音波ドプラにて収輪期圧較差が 50mmHg 以下と推測され、左

室・大動脈 rHj の圧較差減少の効果は長期間にわたって維持されることが確認された。


